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么警自安まのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて 、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守り<ださい。 


ををのためのミち意事項を守る 


この「安全のために」の注意事項をよ<お読み 
<ださい。 


定期のに点検する 


1年に一度は、ほこりびたまっていないか、故 
障したまま使用していないか、などを点検して 
<ださい。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、破損しているのに気 
づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサー 
ビス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常び起きた6 



〇電源を切る 

Q ソニーの相談窓 □ (裏表紙）またはお買い 


上げ店、ソニーサービス窓□に修理を依頼 
する 


警告表示の意味 

取扱説日月書および製品では、 
次のよラな表示をしています。 
表示の内容をよ<理解してか 
6本文をお読み < ださい。 

IA 危哟 

この表示の注意事項を守らな 
いと、火災•感電•漏液，発熱- 
破裂などによ0死 t や大けび 
などの人身事故び生じます。 



この表示のま意事頂を守6な 
いと、火災-感電などによ0 
死 t や大けびなど人身事故の 
原因とな0ます。 

IA 注意 I 

この表示の注意事項を守らな 
いと、感電やその他の事故に 
よ0けびをした0周辺の家財 
に損害を与えた0することび 
あります。 

ま意を促す記号 

A A A 

ミ主意 义災 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 接軸禁止 

分解禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指^ 
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AH A A 


火災感電や大け"がの原因となりまず。 



付属なかの USB ケーブルをほわない 

充電するとをは、必ず付属の USB ケープルを使用してください。 
破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけび、周囲の巧損 
の原因となります。 

0 

禁止 

巧袋な巧の USB 巧電 AC 電源アダプターを怔わない 

USB 充電 AC 電源アダプターを用いて充電するとをは、必ず推奨 
の AC - U 501 AD (別売）を使巧してください。 

0 

禁止 

化の中に入れない 

0 

禁止 

分度しない . 


故障や感電の原因となります。充電式電池の もグ K 

交換、内部の点検および修理はソニーの相談窓 
□ (裏表紙）またはお買い上げ店、ソニ-ヴ- 
ビス窓□にご麵くださし、。 ぃ" 

/分解禁止 

义のそばや炎天下などで巧電した0、 » 置しない 

0 

禁止 
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AH AA 謂離讀競為蘇. 

とや 大け■方> の原因となります。 


火災 感電 


道路交通法に従って安を運拓ずる 

運転者は道路交通まに従ラ義務びありまず。前方ま意をおこたるなど、を全運 
転に反する行為は違法であり、事故やけがの原因となります。 

• 運転中は本機おぶび携帯電話を使用しないで<ださい。 

•運輯中に携帯電話の画面を注視しないでください。 

• 運転中し乂がでわ、踏切や駅のホーム、車の通る道、ェ 
ま現場など、周囲の音び聞こえないと危険な場所で 
は本機を使わないでください。 



内部に水や異巧を入れない 


本機は防水仕様ではありません。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。 
万一、氷や異物び入ったときは、すぐに使用を中止 
し、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご柜 
談< ださい。 



本巧を巧団などでおおった巧態で括わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因となる 
ことがあります。 



次のページにつづ< 
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I A ク ±±| 下記のま意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
1/へ；上思 I 家財に損害を与えたりすることびありまず。 


大音量で長時巧続けて聞まずぎない 


• 耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞く 
と、聴力に悪い影響を与えることびあります。耳を守 
るため、音量を上げすぎないよラにご注意<ださい。 
本機につないでいるだ/ uetoo ホ機器によっては、通話 
時に八ウ U ング現象びおさることびありますので、 
常に適度な音量を保つよラにして<ださい。 



はじめから音量を上ばずぎない 

突然大きな音び出て耳をいためることびあります。音量は徐々に 
上げましよラ。 


0 

禁止 


通電中の製品に長時問ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因にな 
ることびあります。 


0 

禁止 


本傑をズボンなどのをろのポケットに入れて 
应らなし、 

変形や故障の原因となることびあります。 



本おにへッドホンを巻を付けたまま、 
かばんの中に入れ、かか6大きな力を加え 
ない 

変形や故障の原因となることびあります。 
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I A ぐ ±±| 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
|/!\辻思 I 家巧に損害を与えたりずることがあります。 



本おを疏空お巧でほわない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれびあ 
ります。 

0 

禁止 

本おを医療傑器の近<でほわない 

電波びわ臓ペース 一力一や医療用電気機器に影響を与えるおそ 
れびあります。満員電車などのミ昆雑した場所や医療機関の屋内で 
は使わないでください。 

0 

禁止 

本機をむ腺ペースメーカーの装着部位から 22 cm な上 
謎ず 

電波によりペース 一力一の動作に影響を与えるおそれびあり 
ます。 

A 

注意 

本機を自動ドア、火災巧知器などの自動制御傑器の近< 
では巧わない 

電波び影響を巧ぼし、誤動作によるま故の原因となるおそれびあ 
ります。 

0 

禁止 

本機は、国内き用でず 

海外では国によって電波使巧制限びあるため、本機を使巧した場 
合、罰せられることびあります。 

〇 

指术 


7 



電おについてのまを上のごを意 

お漏れ • 破裂 • 巧熱 • 巧义 • 誤巧に ょる大けがゃ失明を猫ブ 
るため、下記の注意事項をおずおずりぐださい。 


危険]巧電式電池がお漏れしたとき 

充電式電池の液び漏れたときは素手で液をさわらない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓 □ (裏表祇）またはソ 
ニーサービス窓□にご相談ください。 

ミ夜び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、す 
ぐに水道水などのをれいな水で巧分洗い、ただちに医師の治療を受けてく 
ださい。 

液び身体や衣服についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐに去 
れいなかで洗い琉し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとをには医師に相談 
して < ださい。 


[2 L 警告 I 巧電式電池について 

•付属の USB ケーブル政列で充電しない。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 乂のそばや直射曰光の当たるところ‘炎天下の車中など、高温の場所で使 
巧‘イ呆管’放置しない。 

• 外装のビニールチュープをはびしたり傷つけたりしない。 


ミ主意]曰本国巧での巧電式電池のお案について 

U チウムイオン電池は、 U サイクルでをます。不要になったリ 
チウムイオン電池は、金属部にセ□ノ '^ンテープなどの絶縁テー 
プを貼って U サイクル協力店へお持ちください。 

Li-ion 

充電式電池の回収 • U サイクルおよび U サイクル協力店については一般社団 
法人」 BRC ホームページ 

http://wwwjbrcnet/hp/contents/index.html 
を参照して < ださい。 
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Bluetooth 機器について 


傑器認定について 

本機は、電波法に基づ < ル電カデータ通信システムの無線設備として、認証を 
受けています。がって、本機を使用するときに無線局の免許は必要ありません。 
ただし、じ(下の事項を行ラと法律に罰せられることびあります。 

•本機を分辭/改造すること 
• 本機に貼ってある罰明ラベルをはびすこと 


周ミぶ a について 


本機は 2.4 GHz 帯の2.4000 GHz から2.4835 GHz まで使巧できますび、他の無 
線機器ち同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機器との電波干渉 
を防止するため、下記事項に注意してご使巧ください。 


本傑の皮用上のミち意事]! 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等の産 
業•科学’医療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用 
される免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を要しない特定のル電 
力無線局、アマチュア無線局等（切下「他の無線局」と略す）び運巧されて 
います。 

1. 本機を使巧する前に、近くで「他の無線局」び運巧されていないことを確 
認してください。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速や 
かに本機の使巧場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射 
を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとさは、ソニーの相談窓□までお 
問い合わせください。ソニーの相談窓□については、本取扱説明書（裏表 
紙）をご覧<ださい。 


この無線機器は 2.4 GHz 帯を使巧します。変調方式 
として FH - SS 変調方式を採巧し、与干渉距離は10 m 
です。 


2.4 FH 1 

[ Z I 


が U が 00 ホとその□コマークは 、 Bluetooth S に, INC の商標で、ソニーはライセ 
ンスに基づを使巧しています。その他、本書に記載されているシステム名、製品 
名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。 
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Bluetooth 無線技術について 


が ue 化0か®無線技術は、パソコンや 
デジタルカ ラなどのデジタル機器 
同±で通信を行ラための近距離無線 
技術です。およそ]日 m 程度までの 
距離で通信を行ラことびできます。 
必要に応じて2つの機器をつなげて 
使ラのび一般的な使い方ですび、1つ 
の機器に同時に複数の機器をつなげ 
て使ラことわあります。 

無線技術によって USB のよラに機器 
同±をケープ J レでつなぐ必要はなく、 
また、ホが線技術のよラに機器同± 
を向かい合わせたりする必要ちあり 
ません。例えば片方の機器をかばん 
やポケットに入れて使ラことちでき 
ます。 

Bluetooth 標準規格は世界中の数千社 
の会社び賛同している世界標準規格 
であり、世巧中のさまざまな;><ーカー 
の製品で採用されています。 


Bluetooth 機能の巧応パージヨ 
ンとプ□ファイル 

プ□ファイルとは、 Bluetooth 機器の 
特性ごとに機能を標準化したをので 
す。本機は下記のだ/ uefoo 化バージョ 
ンとプ□ファイルに対応しています。 
対応 Bluetooth ) てージョン： 

Bluetooth 標準規格 Ver . 2.1 + EDR *' 準拠 
对応目 luetoo か プ□ファイル： 

- A 2 DP (Advanced Audio Distribution 
Profile ) :高音質な音楽コンテンツを送を 
信する。 

-AVRCP (Audio Video Remote Control 
Profile ) :再生、一時停止、停止など、 

AV 機器を操作する。 

- HSP (Headset Profile) *2 :通話/携帯 
電話を操作する。 

-HFP ( Hands-free Profile ) * 2 : ハンズフ 
1」 一で 通話/携帯電話を操作ずる。 
Enhanced Data Rate の略 
* 2 携帯電話の Bluetooth 機能び HFP と 
HSP の両方に対応している場合は 、 HFP 
を懊巧してください。 

ごま意 

•抓 / e の0か機能を使うには、ネ目手側 
Bluetooth 磯器び本磯と同じプ□ファイ 
ルに対応している必要びあ0ます。 

ただし、同じプ□ファイルに対応してい 
てち、加 jefoo か機器の仕様により機能 
び異なる場合びあ0ます。 

• がりが00か無線技術の特性により、送信 
側での音声-音楽再生に比べて、ワイヤ 
レスオーディオレシーバー側での再生び 
わずかに遅れます。 
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こんなことがでをます 

本機は、 fi / u が00化無線技術を利用したワイヤレスオーディオレシーバーです。 

• が ueto がわ対応音楽プレーヤ ー( 携帯電話、デジタルミュージックプレーヤー、 
Bluetooth トランス S ッターを接続したデジタル S ュージックプレーヤーな 
ど） *1 の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます。 

• 携帯電話やポータブルオーディオなどに付属のヘッドホンや、お手持ちの 
へッドホンびご使用頂けます。* 2 (へッ ドホンは別売です） 

• が U が0がわ対応携帯電話* 3 をカバンの中に入れたまま、八ンズフリーで通話 
びで去ます。 

• が U が0がわ対応音楽プレーヤーの基本的な U モコン操作（再生•停止など) 
びでさます。 

• 周囲の電波の影響による音切れび発生しにくく、簡単に接続びでさる 
Bluetooth 標準規格 Ver .2.1 + EDR 採用 

• FM チューナーを搭載し、単体の FM ラジオとしても利用可能 

• 便利な USB 充電式 

• 高音質な通話を可能にするエコーキャンセレーシヨンとノイズサプレッシヨ 

、，をだ^ 

• ワンセグ音声ちワイヤレスで楽しめる SCMS-T 対応 

• ク U ップで本機をを類のポケットなどに装着することびでをます。 

Bluetooth 無線技術については ] 日ページをご覧<ださい。 



*1 接続する Bluetooth 機器び A 2 DP に巧 
応している必要びあります。 

接続するへッドホン（別売）のプラグは、 
ステレオ S ニプラグに限ります。 

* 3 接続する Bluetooth 機器び HSP または 
HFP に対応している必要びあります。 
接続する Bluetooth 機器び AVRCP に対 
応している必要びあります。 


n 


Bluetooth 機器甚本操作の流れ 


ペア y ングずる 

音楽送信に対応した Bluetooth 機器と本機を、接続巧手として登録します。 
一度ペア U ングすれば、次回からぺアリングする必要はありません。 


Bluetooth 対応 
携帯電話など 



ワイヤレス 

オーディオレシー A~ — 


->19-20 ぺージ 


Bluetooth 接続ずる 

が(が too ホ機器を操作して、 
Bluetooth 接続します。 



音楽を聞< 


Bluetooth 機器で再生する音楽 
を本機で聞くことびでをます。 
音楽の再生、一時停止または停 
止などを、本機で操作でをます。 



•>23〜25ぺージ 


Bluetooth 接続ずる 

本機の電源を入れると、自動的 
にペア U ングした携帯電話と 
Bluetooth 接続します。 



接続 

•>26〜27ぺージ 



通話ずる 

本機を操作して電話をかけたり、 
受けたりでさます。 









各部のなまえと働を 


本巧 



丘] 0 (へッドホン）端子 
回 POWER 價源）ボタン 
回 VOL 情量） + V - ボタン 
囲 BACK/HO—ME ボタン 

固ランプ情）（ホ） 

本機の Bluetooth 通信状態（青） • 
充電状態（赤）を表おします。 

固表示部 

] 4ページをご覧ください。 

团 I◄◄/ ►W. TUNE + /- ボ 
タン 

曲送り/曲戻し、項目の選択、 
周波数または放送局の選択など 
を巧います。 


画广（マルチフアンクシヨン） 
ボタン 

本機で通話するとを、さまざま 
な機能を操作します。 

回 RESET ボタン 

画 Wi (再ち/-時停止/ミ夫定) 
ボタン* 

回 FM ( FM ラジオ）ボタン 
回中 USB 端子 
圆クリップ 
回マイク 

* 凸点（突起）び付いていまず。操作の目 
印としてお使いください。 





表示部 


ホームメニュー 



田機能アイコン 

選択中のアイコンは反較して表 
おされます。 

回文字情報 

選択中アイコンの機能名び表示 
されます。 

图かりが00ホの接続状態 

々： A _2 DP で接続しているとき 
に表示されます。 

户： HSP / HFP で接続している 
とをに表示されます。 

囲電池残量 


固モードアイコン 
固現在の階層 
囚選択中の項目 

画項目移動アイコン 

左右に項目びある場合に表のさ 
れます。 W / W ボタンを巧す 
と、左ちの項目に移動します。 
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ホームメニュー にごいて 

本機の BACK / HOME ボタンを約2砂間押し続けると、ホームメニューび表示 
されます。ホーム^ニューは、本機の各機能の入り□になり、ペアリングや曲 
の再生、設定変更などびで去ます。 

ホー ムメ ニュー 


@命广さ 

Music が广 )) 画 


© 

Bluetooth 

Blu 巧00 th 機能メニユーを表示します。 

を） 

FM 

FM ラジオ放ちを受信します。 

n 

Music 

Bluetooth 機器の音楽を本機で再生します。 

r 

Phone Call 

通話機能^ニユーを表おします。 

JOm 

wmm 

Settings 

設定メニユーを表示します。 


ホームメニユーの操 巧にごいて 

ホームニューにニュー項目び表示されているとさは、 w / w ボタンで 
項目を選び、ボタンで決定します。 

ホームニューの^ニュー項目び表示されているとをに、再度 BACK/HOME 
ボタンを押すと、1階層上のメニューに戻り、約2砂間巧し続けるとホーム分 
ニューに戻ります。例えば、ホームメニューから由 ( Settings ) を選び、明 
るさを変えるとさは UTF のよラに画面び切り換わりまず。 


►1 ホームメ ニュー ）- 

但 


さ ( Settinas ) を還び 
ポタンを巧ず 


: =1 田け e 扣 nas) 項目一覧 ） 一 I 「 Brightness 」 を還ひ 
© —T --- ^ \ ■ポタンを巧す 

1〇 


包 


(明るさのレベルー覧) 


明るさを還び 

■ボタンを巧ず 


〇 BACK / HOME ボタンを巧す。 

〇 BACK / HOME ボタンを約2秒間押し続ける。 
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ホームメニュ ーー 覽 


0 ( Bluetooth ) *1 

1- Pairing 
Device List 
I - 接続機器一覧 

Phone し onnect 
Phone Disconnect 
- Music Connect 
- Music Disconnect 
- Delete 
*— Unit Info 

卜 Device Address 
L Profile 


*1 ペア u ングした s/u が 00 か機器の登録び 
無い場合は、 0 アイコンの機能名は 
「 Pairing 」 となり 、 「Device List 」 は表 
示されません。 


命 ( FM ) 

の ( Music ) 

r (Phone Call ) 

- Received Call 
- Redial 
一 Vo に e Dial 


田 （ Settings ) 


\- Bluetooth 


Sound Quality 


- High Quality 
*— Standard 


\- Video Mode 


On 
L Off 

- Remote Command 


- Mode 1 
- Mode 2 


Unit Info 
- Dev に e Name 
- Device Address 
L Profile 
- FMTuner 

- Dx/Loca I/Mono 
- Dx 
一 Local 
*— Mono 
*- Scan Sens 


High 

Low 


- Brightness 
- Level 1 
- Level 2 
- Level 3 
- Level 4 
Level 5 
*— Initialize 


* 2 お買い上げ時の設定は下線の項目です。 


16 



本機を巧電する 

本機は U チウムイオンな電式電池を内蔵しています。充電してからお使い 
<ださい。 


1本機のホ USB 端子のふたを開 
ける。 

2 本機を付属の USB ケーブルで 
パソコンとつなぐ。 

本機に接続する USB ケープルの 
コネクタは、ホを上にして差し込 
みます。 



本機とパソコンをつなぐと充電び 
始まります。 

本機のランプ（ホ）び、点なして 
いることを確認してください。 
充園ま、約3時間 > で完了し、ラ 
ンプ诚）は自動的に消なします。 

#電池残量びなレ巧態から、満巧電ず 
るのにかかる時間 


ご注意 

• 本機を長期間お使いにならなかった後に 
充電を斤なった場合、 US 目ケープルをパ 
ソコンにつないでち本機のランプ（ホ） 
びすぐに点打しない場合びあります。本 
機から USB ケーブルをはずさず、ランプ 
(ホ）び点灯するまでしばら<お待ち<だ 
さい。 

• 充電後に本機のを USB 端テの曲たを閉め 
るとをには、ふたび巧し当たるまで確実 
に押し込んでください。 

• USB 充電に巧应しているパソコンの推奨 
環境については、 「 USB 巧電のパソコン 
推奨環境」 （50 ページ）をご覧ください。 



• 本機の電源び入っているとをに USB ケー 
プルをバソコンにつなぐと、本機の電源 
は自動的に切れます。 

• 電源コンセントと本機をつないで充電ず 
るとさは、 US 目充電 AC 電源アダプター 
AC - U 501 AD (別売）をお使いください。 
詳しくは、 US 目充電 AC 電源アダプター 
に付属の取扱説明書をお読みください。 

• 充電中は本機の電源を入れることびでさ 
ません。 
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警告 

本機は拟下の原因などにより、充電 
中に異常を検知すると、充電び完了 
していな<てちランプ（ホ）び消な 
することびあります。 

-動作保証温度範囲のむ〜40で） 
を超スる場合 

-充電式電池に問題びある場合 
この場合、ちラー度上記の温度範囲 
で充電を行ってください。それでも 
問題び解決しない場合は、 ソニ ーの 
相談窓 □ (裏表紙）にご相談<ださい。 
ごま意 

• 長い間使わなかったとさは、充電式電池 
の持続時間び短くなることびあります。 
何回か充放電を繰り返すと、充分に充電 
でさるよラにな0ます。 

• 使用可能時間び通常の半分ぐらいにほ下 
した場合は、充電式電池の寿命ときえら 
れます。充電式電油の交換については、 
お買い上げ店またはソニーの相談窓□(裏 
表紙）にご相談ください。 

• 急激な温度変化や、直射日光、露、砂、 
ほこりや電気的な衝撃を避けてください。 
また駐車中の車内には、絶対に放置しな 
いで < ださい。 

• 本機とパソコンを接続中にパソコンび省 
電カモードになると、正しく充電されま 
せん。接続をずる前にバソコンの設定を 
確認してください。バソコンび省電カモー 
ドになってちランプ（ホ）は自動的に消 
なします。この場合は、充電をやり直し 
て < ださい。 

•本機とバソコンは、付属の USB ケーブル 
のみを使い、必ず直接つないでください。 
USB 八ブなどを経由して接続すると、正 
しく充電されません。 


怔用可能時間* 

本機の状態 

使用可能時間 

連続通信恒楽 

最大弓時間 

再生時間を含む） 


連続待ち受け 

最大140時間 

FM ラジオ放送を信 

最大弓時間 


#周团の温度や使巧げ態にぶ D 、 上記の使 
巧可能時間と異なる場合びあります。 


充電式電池の巧量をお認ずる 

本機の電源び入っているとさに、表 
示部に充電式電池の鶏量び表示され 
ます。 


電池残 量 表示 

電池残 量 

画 

満 

国 

中 

口 

減（要充電） 

ご ミ 主意 


操作中の表示画面によっては、充電式電池 
の残量を確認でさない場合ち友0ます。 


巧電式電地の残■が完全になくなると 

ビープ音び鳴り、本機の電源び自動的に切 
れます。 
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ペアリングする 


ペアリングとは 

がリが0がわ機器では、あらかじめ、接 
続しよラとする機器を登録しておく 
必要びあります。この登録のことを 
ペア U ングといいます。 

一度ペアリングすれば、再びペア U 
ングする必要はありませんび、政下 
の場合は再度ペア I 」ングび必要です。 
• 修理を行ったなど、ペア U ング情 
報び消去されてしまったとき。 

• 9台 ULL の機器をペア U ングしよ 
ラとしたとを。 

本機は8台までの機器をペア U ン 
グすることびでをます。8台分を 
ペア U ングしたあと新たな機器を 
ペア U ングすると、8台のなかで 
最後に接続した日時び最を古い機 
器のペア U ング情報び、新たな機 
器の情報で上書をされます。 

• 接続相手の機器から、本機との接 
続履歴び削除されたとを。 

•を （ Settings ) の 「Initialize (初 
期化)」で本機を初期化したとを (37 
ページ)。 

すべてのペア U ング情報び消去さ 
れます。 


ペアリングの手順 



1本機の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを約 2 秒間 
巧し続ける。 

表示部に 「Power On 」 と表おさ 
れ、ランプ（青）び2回点滅し、 
電源び入ります。 

2 相手側 S/Ii が〇〇か 機器を、本 
機の1 mL ソ内に置く。 

3 HM/W ボタンで 

0 (Bluetooth) を選び、 ►ll 
ボタンを巧して決定ずる。 

初めてペア U ングをする場合は、 

0 アイコンの機能名は 「 Pairina 」 
と表示されます。 贷 （ Pairing ) を 
選び、>11ボタンを巧して決定後、 
手順5に進んでください。 

4 rPairinaJ 選択中に►■■ボタ 
ンを巧して決定ずる。 


次のページにつづ< 
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5 ボタンで roKj を選 

び、■ポタンを巧して決定 
ずる。 

rPairinaJ と表示され、ランプ（青） 
とランプ（赤）び交互に点滅し、 
ペア U ングモードに入ります。 

ぐ ヒント 

ペアリングモード時に BACK / HOME ボ 
タンを巧ずとペア U ングモードび賴除 
されます。 


5分け内にペア U ングを完了しなかつ 
た場合、本機のペアリングモードは賴 
除されます。この場合、をラー度手順 
3から操作して<ださい。 

6相手側 fi 山が〇〇か機器でペア 
リング操作を行い、本機を検索 


7相手側 S 山が〇〇化機器の画面 
に表示されている rDRC - BT 60 J 
を選択ずる。 

8相手側8山が〇〇か機器の画面 
で! (スキー*の入力を要巧され 
たら、 rooooj を入力する。 

表お部に巧手側 Bluetooth 機器名 
び表示され、ランプ（青）びゆっ 
<りした点滅に変わります。 
ホームメニューに戻ると、ペア U 
ングの完了です。このとを、相手 
側 Bluetooth 機器の画面によって 
は r 登録完了」などと表おされます。 
ペア U ングび失敗すると表示部に 
[Pairing Failed 」 と表示され、ホー 
ムメニューに戻ります。 


ずる。 

ネ目手側 Bluetooth 機器の画面に、 
検出した機器の一覧び表示されま 
す。本機は 「 DRC - BT 60」 と表示 
されます。 

rDRC-BT 60 J び表示されない場合 
は、もう一度、相手側が W のがわ 
機器から検索しなおしてください。 
ごま意 

• 相手側 Bluetooth 機器の操作につい 
ては、お使いの機器に付属の取扱説 
明書をご覧ください。 

• 検出した機器の一覧び表おでをない 
S / u が00か機器や、画面びない機器と 
ペアリングするときは、本機と相手 
側 Bluetooth 機器の両方をペア U ン 
グモードにして< ださい。相手側 
が U が00か機器によってはこの操作で 
ペア I 」ングできる場をびあります。 
このとを、相手側ぶリが〇〇か機器の 
パスキー■び「〇日〇日」な外に設定され 
ていると、本磯とペア U ングするこ 
とびでをません。 


* バスキーは、パスコード、 PIN コード、 
PIN ナンバー、パスワードなどと呼 
ばれる場合びあります。 

ご注意 

相手側如がわ0か機器によっては、パ 
スキーの入力を要求されない場合びあ 
ります。お使いの機器に付属の取扱説 
明書をご實< ださい。 

9 相手側 S/U が〇〇か 機器で 
Bluetooth 接続操作を行う。 

本機は相手側 Bluetooth 機器を最後 
に接続した機器として記憶します。 
また、巧手側が ueto がわ機器に 
よっては、ペア U ングび売了する 
と自動的に本機とが u が00か接続 
した状態になる場合びあります。 
なヒント 

• 複数のが U が00か磯器とペアリングする 
には、ペア U ングしたい機器ごとに手順 
3〜8を繰り返してください。 

• 本機とペアリングした Bluetooth 磯器の 
情報を削除するには、「ペア IJ ングした 
がりが00か機器を管理する」をご覧くだ 
さい （38 ページ)。 


20 



本機を装着する 

1本機にへッドホン（別売）を取 
り巧ける。 



2クリップで本機を巧類のポケッ 
卜などに取0付け、へッドホン 
を装着ずる。 

へッ ドホンは必表示のあるほう 
を左耳に、⑥表おのあるほラを 
ち耳にして、装着してください。 



クリップは回転することびできます。 
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点滅パタ 

機器検索中 [ B ] •- 

0 


接続待ち 面•- -%- -#■■■ 

_ 回 -_ 

接続動作中 [g —— 

回- 

HFP / HSP または 圆 • - • - 

A 2 DP の接続（非通話巧]_ 

時または非音楽再生 ^ 

時）_ 

HFP/HSP と A 2 DP の图 -参 一> - 

同時接続（非通話時ま_ 

たは非音楽再生時） ^ 

再生時 直]»-»- 

_ 回 -_ 

再生時 m 參参参- ••• - 

( HFP / HSP で待ち受け_ 

中） 

罰言中 圆 •••••• 

_ 回 -_ 

通話 1=1=1 面 00-#0- 

_ 回 -_ 

音楽再生中の通話 厄！ ••• - ••• - 

回- 


Bluetooth 機能のランつ表巧 

固：ランプ盾) 
[ Rl :ランプ啸) 


ペアリング I 接続動作 


接続済み 
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操作 


音楽を聞< 



本機は SCMS - T ち式のコンテンツ保 
護に対応しています。 SCMS - T 方式 
対応の携帯電話やワンセグ TV などの 
音楽（または音声）を、本機で聞く 
ことびでをます。 

機器の操作をはじめる前に、拟下の 
点をご確認ください。 

-送信側 Bluetooth 機器の電源び 
入つている。 

-本機と送信側 gliietooth 機器のぺ 
ア U ングび完了している。 

-送信側 Bluetooth 機器び音楽送信 
機能に対応している（プロフアイ 
ル： A 2 DP *)。 

* プ□ファイルについて詳しくは、1日べ一 
ジをご覧 < ださい。 


1本機の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを約2秒間 
巧し続ける。 

表示部に 「Power On 」 と表示さ 
れ、ランプ（青）び2回点滅し、 
電源び入ります。 

で：ち音 

電源を入れたあと、本機は前回接続し 
た Bluetooth 機器に HFP または HSP 
で自動的に接続しよラとします。本機 
で通話をしない場合は、前回接続した 
Bluetooth 機器を HFP または HSP の接 
続待ち状態にしないで<ださい。音楽 
再生中に通話ちする場合は、30ページ 
をご實< ださい。 

2 送信側 S/Ii が〇〇か 機器で 
Bluetooth 接続操作を行う 

(A2DP )。 

表示部に が) び表示されます。 

送信側 Bluetooth 機器の操作につ 
いては、お使いの機器に付属の取 
扳説明書をご覧ください。 

音楽再生画面び表示されます。 

3 送信側 S/Ii が〇〇か 機器の再生 
を始める。 


次のページにつづ< 
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ぐヒント 

• 本機のホームメニューか5 W / W ボ 
タンで 口 （ Music ) を選び、ボタン 
を押して本機から A 2 DP の Bluetoo ホ接 
続をずることちで定ます。ただし、本機 
で通話してレるとをは、 A 2 DP の 
Bluetooth 接続はでをません。 

• [Device List (機器一賣)」から接続した 
い送信側加/が00ホ機器を選んで、本機 
から A 2 DP の Bluetooth 接続をすること 
ちで定ます （38 ぺージ)。 

ごま意 

• 本機と送信側 Bluetooth 機器を、 HSP で 
Bluetooth 接続して音楽を再生した場合、 
本機で高音質の音楽を聞くことびでさま 
せん。送信側如が too か機器を操作して、 
A 2 DP の Bluetooth 接続に切り換えてく 
ださい。 

• A 2 DP の Bluetooth 接続中に本磯の電源 
を切ったあと、再度 A 2 DP のか U が00か 
接続を行う場合は、もう一度手順1か6 
操作を巧ってください。 

音楽再を画面 
再生げ態表示* 

送信側 Bluetooth 機！!の再生状態 
を表示しまず。 


I 打 

[►1 時 I が画 

I 

Video Mode (ビデオモード）アイコン 
田 （ Settings ) の [Video Mode 」 

を ronj にしているとをに表示され 
ます （35 ページ)。 

送信側 Bluetooth 機器び再生巧態通知機 
能（対応プ□ファイル： AVRCPVer .1.3 
け上）に対応していない場合は表示され 
ません。 


音量を調節するには 

音楽を再をしているとさに、 V0L + / - 

ボタンを巧して音量を調節します。 

クヒント 

•送信側が U が00か機器によっては、接続 
した機器側でち音量の調節び必票な場合 
びあります。 

•本職は、音楽を間くとさ、 FM ラジオを 
聞<とを、通話するとをの音量を、それ 
ぞれ調節することびでをます。通話中や 
FM ラジオを間いているとをに音量を蜜 
えてち、音楽再生時の音量は蜜ね0ませ 
ん /。 

で:手き 

本機の音量操作でち信側 Bluetooth 機器の 

音量を調節することはできません。 


话い終わるには 

1送信測 S 山が〇〇化機器を操作 
して、8/1#が〇〇か接続を切断 
ずる。 

2 本機の POWER ボタンを約2 
秒間押し続ける。 

表お部に [Power OffJ と表おさ 
れ、ランプ（青）び点灯し、本機 
の電源び切れます。 



送信側 Bluetooth 機器の種類によっては、 
音楽の再生を終了すると、自動的に 
Bluetooth 接続を切断する場合びあります。 
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を信側 B 山が〇〇か機器を 
操作する - AVRCP 


送信側 Bluetooth 機器び機器操作機 
能（対応プ□ファイル： AVRCP ) に 
対応している場合は、本機のボタン 
で、送信側 Bluetooth 機器の操作び 
でさることびあります。 


送信側 Bluetooth 機器の対応機能について 
は、お使いの機器に付属の取扱説日月書をご 
確認ください。 


が 態： 停止中または一時停止中 



短巧し 

長巧し 

►II 

の 

@ 


⑤ 

④ 


© 再生を開始* 1 
® 停止 

感曲戻し/曲送り 
0早戻し/早送り 

：! 犬 態： 再生中 



短巧し 

長巧し 

► II 

⑥ 

® 


① 

(D 


感一時停止* 1 
感停止 

感 曲戻し/曲送り 
感早戻し/早送り* 2 


*1 送信側が L / eroo か機器によっては 、 ►ii 
ボタンを2回巧ず必要びあります。 

を信側か U が00ホ機器によっては、操作 
に対応していない屬合びあ0ます。 

ぐヒント 

送信側 Bluetooth 機器によっては、 

さ （ Settings ) の 「Remote Command (U 
モコン■コマンドモード)」を 「Mode 2」 
にすると、早戻し/早送りび可能になる場 
合びあります （36 ベージ)。 
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通話する 



機器の操作をはじめる前に、切下の 
点をご確認ください。 

-携帯電話の Bluetooth 機能び有効 
になっている。 

-本機と Bluetooth 対応携帯電話の 
ペア U ングび売了している。 

1本機の電源び切れているが態 
で、 POWER ポタンを約2秒間 
巧し続ける。 

表示部に 「Power OnJ と表示さ 
れ、ランプ（青）び2回点滅し、 
電源び入ります。電源び入ると、 
前回接続した Bluetooth 対応携帯 
電話へ自動的に接続します。 

ぐヒント 

自動接続を試みて 1 分間を過ざると、 
接続動作び止まります。その場合は、 

广ボタンを巧すと、再度接続を試みま 
す。 


本機び Bluetooth 巧应携帯電 
話へ自動のに接続しないときは 

Bluetooth 対応携帯電話を操作して接 
続する方法と、本機を操作して前回 
接続した Bluetooth 機器と接続する 
ち法とびあります。 

图 Bluetooth 対応携帯電話を操 
作して接続する場ち 

16山が〇〇か対応携帯電話で 
Bluetooth 接続操作を行う 
(HFP または HSP*)。 

Bluetooth 対応携帯電話の操作に 
ついては、お使いの携帯電話に付 
属の取掘説明書をご覧ください。 
検出した機器の一覧び、 

Bluetooth 対応携帯電話の画面に 
表示されます。本機は 「 DRC - 
BT 60 J と表示されます。 

HFP と HSP の両方に対応した 
Bluetooth 対応携帯電話をご使巧 
になると去は、 HFP をご使用くだ 
さい。 

ご注意 

前回と異なる Bluetooth 対応携帯電話 
へ接続するとをは、上記の方法で 
Bluetooth 対応携帯電話を操作して接 
続して < ださい。 

* プ□ファイルについて詳しくは、1日 
ページをご覧ください。 
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回本機を操作して前回接続した 

Bluetooth 機器と接続ずる 

+ 白 A 

お C3 

1广ボタンを巧ず。 

表お部に相手側 Bluetooth 機器名 
び表示され、ランプ（青）び点滅 
し、5砂間接続動作を行います。 


•本機で音楽を聞いているとをは、广ボタ 
ンで Bluetooth 接続操作を行うことはで 
きません （「Not Available 」 と表示され 
まず)。 

• 前回と異なるかリが00か対応携帯電話へ 
接続するときは 、 「Device List (機器一 
覧)」で接続したい機器を選んでください 
饼ぺージ)。 


電話をかけるには 

お使いの携帯電話から電話をかける 
方法と、本機を操作して電話をかけ 
る方法びあります。本機を操作して 
電話をかける場合は、 HFP で 
Bluetooth 接続してください。 

囲携帯電話から電話をかける場ち 

1携帯電話のボタンを操作して電 
話をかける。 

本機から発信音び聞こえない場合 
は、 W ボタンを巧すか （HFP 
で接続しているとをのみ)、广ボ 
タンを約2秒間押し続けます。 


回本機を操作して電話をかける 

■fa A 

场〇 

1ホームメニユーか5 

ボタンで广 （Phone Call ) を 
選び、►■■を巧して決定しま 
す。 


2 w/w ボタンで発信方法を 
選び、■ボタンを巧して決 
定しまず。 


Received 

Call 

(着信履歴） 

着信履歴か6発信しま 
す。 w / w ボタンで 
番号を置び、>11ボタン 
を巧して発信します。最 
新の着信履歴び最大5件 
まで登録されまず。 

Redial 
(リダイア 
ル） 

直前にかけた電話番号へ 
再度発信します。 

Voice Dial 

(ボイス 

ダイアル） 

携帯電話のボイスダイヤ 
ル職能を起動します。 


ぐヒント 

广ボタンを巧すだけで電話をかけるこ 
とちでをます。詳しくは [Bluetooth 
対応携帯電話を操作する- HFP、HSPJ 
(2 弓ぺージ）をご富ください。 

ス:ちき 

携帯電話の機種にぶっては、この機能 
で電話をかけ6れない場合ちあ0ます。 
詳し<は、お使いの携帯電話に付属の 
取扱説明書をご覧 < ださい。 
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電話を受けるには 

着信びあると、本機から着信音び聞 
こえます。また、 HFP で接続してい 
るとをは、表示部に発信者番号び表 
おされます。 

本機から聞こえる着信音は、携帯電 
話によって政下のよラに異なります。 
-本機の着信音 
-携帯電話の着信音 
-携帯電話の Bluetooth 接続専巧の 

ち信曰 

クヒント 

非通知着信などで発信番号び通知されない 
場合、および HSP で接続時は 、 「Incoming 
call 」 と表示されます。 


1本機の广ボタンを巧して、電 
話を受ける。 

通話画面び表示されます。 


通話時間 

r ； 0_0l34j 

I raj ' ll が广，)画 

通話機器表示*1 

携帯電話と本機のどち5で通話中で 
ちるかを表示しまず。 



:携帯電話で通話中 
:本機で通話中 


通話時間および通話機器表おは、 

HSP で Bluetooth 接続している場合 
は表示されません。 

通話時間は目まです。 


で:手き 

携帯電話のボタンを操作して電話を受けた 
場合、機種によつては、携帯電話での通話 
び優先されることびあ0ます。この場合、 

本機の W ボタンを押すか （ HFP で接続 
しているとさのみ)、广ボタンを約2秒間巧 
し続けるか、携帯電話を操作して、音声通 
信を本機に切り換えてください。携帯電話 
側での操作について詳しくは、お使いの携 
帯電話に付属の取扱説明書をご覧ください。 


音量を調節ずるには 


通話中に VOL + / —ボタンを押して 

音量を調節します。 

なヒント 

• 通話待ち受け中に音量を調節することは 
でをません。 

•本職は、通話するとき、 FM ラジオを聞 
<とを、音楽を聞<とさの音量を、それ 
ぞれ調節することびでさます。音楽再生 
中や FM ラジオを聞いているとさに音量 
を蜜えてち、通話時の音量は蜜ね0ませ 
ん /。 


電話を切るには 

本機の广ボタンを押して、通話を終 
了します。 


ほい終わるには 

16山が〇〇か対応携帯電話を操 
作して、6山が〇〇が!接続を切 
断する。 

2本機の POWER ボタンを約 2 
秒間押し続ける。 

表お部に [Power OffJ と表おさ 
れ、ランプ（青）び点むし、電源 
び切れます。 
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Bluetooth 巧応携帯電話を 
操作する- HFP、HSP 

携帯電話との接続には、 HFP または 
HSP のどちらかび使用されます。ど 
ちらのプ□ファイルび使われるかは、 
携帯電話によって異なり、対応する 
機能ち異なります。詳しくは、お使 
いの携帯電話に付属の取掘説明書を 
ご覧ください。 


*1 携帯電話の機種によっては、操作に対応 
していない場合びあります。お使いの携 
帯電話に付属の取扱説明書をご覧<ださ 
し、。 

携帯電話の機種によって異なります。 
携帯電話本体で通話しているとさは、操 
作に対応しない場合びあります。 


HFP 


状態 

1 广ボタン 1 

短巧し 

長巧し 

待ち受け 

ボイスダイヤ 
ル開始 W 

1」ダイヤル 

ボイスダイ 
ヤル中 

ボイスダイヤ 
ル解除 W 

— 

発信中 

発信中断 

通話機器を本機 
または携帯電話 
へ切 D 換え 

着信中 

応答 

拒否 

通話中 

通話終了 

通話機器を本機 
または携帯電話 
へ切 D 換え 

状態 

W ボタン 

►►1ボタン 

発信中 

通話機器を本 
機へ切 D 換え 

通話機器を携 
帯電話へ切り 
換え 

通話中 


HSP 


状態 

1 广ボタン 1 

短巧し 

長押し 

待ち寶け 

— 

発信*1 

発信中 

発信中断 >1 

発信中断または 
通話機器を本機 
へ切り換え*; 

着信中 

応答 

— 

通話中 

通話終了が 

通話機器を本機 
へ切 D 換え 


29 






音楽再生中に通話をする 


音楽再生中に通話をするには、 A 2 DP 
だけではなく HFP または HSP での 
が uetoo ホ接続ち必要です。例えば、 
Bluetooth 対応音楽プレーヤーで音楽 
を再生中に Bluetooth 対応携帯電話 
で通話をしたいと去は、本機とお使 
いの携帯電話び HFP または HSP で 
Bluetooth 接続されている必要びあり 
ます。 

次の手順で本機とお使いの機器を 
Bluetooth 接続しておきまず。 

1「通話ずる J (26 ページ）の手 
順に従って、本機とお使いの携 
帯電話を HFP または HSP で 

Bluetooth 接続ずる。 

2音楽を再生ずる fi 山が〇〇か機 
器（音楽プレーヤーや携帯電話 
など）を操作して、 A2DP で本 
機と Bluetooth 接続ずる。 


音楽再ち中に電話をかけるには 

1「電話をかけるには」 （27 ぺ一 
ジ）の手順に従って電話をかけ 
る。 

発信すると音楽び一時停止し、本 
機から呼び出し音び間こえます。 
通話び終了したら、广ボタンを押 
します。 

本機び音楽再生に戻ります。 

音楽再ち中に電話を受けるには 

着信びあると音楽び一時停止し、本 
機から着信音び聞こえます。 

1 广 ボタンを巧して、通話を開始 
ずる。 

通話び終了したら、广ボタンを押 
します。 

本機び音楽再生に戻ります。 

着信びあってを本傑か6着信音 
び聞こえないとまは 

1再生中の音楽を停止する。 

2 着信音が鳴った6、 广 ポタンを 
巧して、通話を開始する。 
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FM ラジオ放送を聞 < 



本機で FM ラジオ放送を聞くことび 
でをます。 

へッドホンのコードびアンテナとし 
て働をます。コードをで去るだけ長 
く伸ばしてお使い < ださい。 

1本機の電源び切れている状態で 
POWER ボタンを約2秒間巧し 
続ける。 

「Power On 」 び表示され、ラン 
プ（青）び2回点滅し、電源び入 
ります。 

2 FM ボタンを巧ず。 

FM ラジオ画面び表おされます。 


•を ヒント 

手順 2 で TUNE+ /- ボタンで を！ ( FM ) 

を選び、 ► ll ボタンを押してち、 FM ラジオ 
放送を間くことびでをます。 

ご注意 

ラジオやテレビの音に絳音び入るとさは、 

本機の電源を切って、本機をラジオやテレ 
ビから離してください。 

音量を調節ずるには 

FM ラジオを聞いているとをに 
VOL + /- ボタンを押して、音量を 
調節します。 

ほいおわるには 

1 FM ボタンを約2砂間巧し続ける。 

FM ラジオび停止し、ホームメ 
ニューまたは音楽再生画面に戻り 
ます。 

2 本機の POWER ボタンを約2 
秒間巧し続ける。 

表お部に 「Power 〇のと表示さ 
れ、ランプ（青）び点灯し、本機 
の電源び切れます。 


フリセット番号周波数 


命] 

| P 20| 

卜9日.日 MHz >1 


1 四 ! が户画 


Dx/Local/Mono 
(受信設定） （36 ページ） 
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選局する 

聞去たい放送局を選ぶ方法には、プ 
リセット選局とマニュアル選局の2 
つのモードびあります。 FM ボタンを 
短く押すと、2つのモードび切り替わ 
ります。 

プリセット選局モード 

プ U セット選局モードでは、登録さ 
れているプ U セット番号で放送局を 
選ぶことびでをまず。 

マニュアル選局モード 

マニュアル選局モードでは、周波数 
で放送局を選ぶことびでをます。 


プリセット選局 

プ U セツト番号の左右にイと►び表 
示されます。 


こんなとをは 

操作 

登録されてレる前の 
プ U セツトま号を選ぶ 

TUNE -ボタンを 
短巧し 

登録されてレる巧の 
プリセツトま号を選ぶ 

TUNE +ボタンを 
短巧し 


マニュアル 選局 

周波数の左ちに イと ► び表示されま 
す。 


こんなとさは 

操作 

前の周波数を選ぶ 

TUNE -ボタンを 
鹿押し 

次の周波数を選ぶ 

TUNE +ボタンを 
短押し 

受信できる放を局 
(前）を選ぶ* 

TUNE -ボタンを 
長押し 

賣信できる放送局 
(次）を選ぶ* 

TUNE +ボタンを 
長巧し 


TUNE + / -ボタンを長押しの状態にし 
てお<と、前の（巧の）放送局を探します。 
受信でをる放送局を見つけると受信しま 
す。 

を < の不要な放送局を受信してしまラ場 
合は 、 「Scan Sens (受信感度)」の設定 （36 
ぺージ）を 「 Low 」 に設定してくださし、。 


ごま意 

• 放送局を登録していない場合は、プリセッ 
卜選局することびでさません。「放送局を 
登録ずる」を実行して、受信で定る放送 
局をプ U セット登録してください （33 
ベージ)。 

•音楽再生中に FM ラジオを聞くと、接続 
機器の音楽再生び自動で止まります。止 
まらない場合は、接続機器を操作して停 
止させて下さい。 
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がを局を登録する 

マニュアル選局モードで選んだ放を 
局をプ U セット登録することびでを 
ます。 

1マニュアル選局で、登録したい 
周波数を選ぶ （32 ページ)。 

2 WI ボタンを約2秒間巧し続け 
る。 

手順！で選んだ周波数びプ I 」セッ 
卜登録され、プ U セット番号び表 
示されます。 



•プリセットには、最大30局 （ P 01 〜 
P 30) まで登録で定ます。 

• 30局登録されているとさにプ IJ セット登 
録を行ラと 、 [Preset FulIJ び表示され、 
登録びでをません。 

• プ U セッ h 番号は、ほい周波数か6順番 
に並び換え6れます。 

• 誤って>11ボタンを短押しした場合は、 
FM ラジオ画面から他の画面に切り換わ 
0ます（音楽再生画面など)。再度 、 FM 
ラジオ画面に戻すには、 FM ボタンを巧 
してください。 


•なヒント 

•手順3で 「 Cancel 」 を選び、 Wi ボタン 
を巧ずと登録したプ U セツトの削除び中 
止されます。 

• 誤って wi ボタンを短押しした場合は、 
FM ラジオ画面から他の画面に切 D 換わ 
ります（音楽再生画面など)。再度 、 FM 
ラジオ画面に戻すには、 FM ボタンを巧 
して < ださい。 


受信が態を良くずる 

へッドホンのコードびアンテナと 
して働きます。コードは出来るだ 
け長<伸ばしてお使いください。 



登録した巧ち局を削除ずるには 

1削除したい周波数のプリセット 
番号を選ぶ 

2 ►!! ボタンを約2秒間巧し続け 
る。 

3 TUNE + /- ボタンで 「OKJ 
を選び、ボタンを巧して ミ 夫 
定ずる。 

登録していたプ1」セツトび削除さ 
れ、 FM ラジオ画面に戻ります。 
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FM が送受信中に通話をする 


FM 放送受信中に通話をするには、 
HFP または HSP での Bluetooth 接続 
ち必要です。例えば、 FM 放送受信中 
に gluetooth 対応携帯電話で通話を 
したいとをは、本機とお使いの携帯 
電話び HFP または HSP で Bluetooth 
接続されている必要びあ0ます。 


次の手順で本機とお使いの機器を 
Bluetooth 接続しておきまず。 

1「通話ずる J (26 ページ）の手 
順に従って、本機とお使いの携 
帯電話を HFP または HSP で 

Bluetooth 接続ずる。 


FM 放ち受信中に電話をかける 
には 

1「電話をかけるには」 （27 ベー 
ジ） の手順に従って電話をかけ 
る。 

発信すると FM 放送受信び一時停 
止し、本機から呼び出し音が聞こ 
充ます。 

通話び終了したら、广ボタンを押 
します。 

本機び FM 放送受信に戻ります。 


FM 放ち受信中に電話を夏ける 
には 

着信びあると FM 放送受信び一時停 
止し、本機から着信音び聞こえます。 

1 广 ボタンを巧して、通話を開始 
ずる。 

通話び終了したら、 r ボタンを押 
します。 

本機び FM 放送受信に戻ります。 
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その他 


設定する 



ホームメニュー の® ( Settings ) か 
ら、本機の設定や設定の初期化をする 
ことびできます。設定項目の一覧は 
「ホームメニューについて」 （15 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

1ホームメニューか5 W/W 
ボタンでさ (Settings) を選び、 
►■1ボタンを押して決定する。 

2 w/w ボタンで 

「Bluetooth」、「FM Tuner」、 
「Brightness」、「InitializeJ の 
中か 5 設定したい項目を選び、 
►■1ボタンを巧してミ夫定する。 

各設定について詳しくは、し^下を 
ご覧 < ださい。 


Bluetooth (Bluetooth の設定） 

Bluetooth に関する設定をすることび 
でをまず。 w / w ボタン（選択)、 
►II ボタン（ミ夫思を繰り返し巧して、 
項目を選びます。お買い上げ時の設 
定は下線の頂目です。 


Sound Quality (音質モード） 

音楽再生中に音び途切れやすいと去 
に設定します。 


Hiah Quality 
搞音質） 

ビットレート*び高く、 
音質び良い設定です。 

Standard 

(標準） 

ビットレートを低くして 
音を途切れに << します。 


* ビット レー トとは、1秒あたりの データ 
伝ち量を表ず数值です。一般的にビット 
レートび高いほど、音質び良くなります。 
本機は、高いビットレートで音楽を受信 
でさますび、ご使巧環境によっては、音 
び途切れやずレ場合びあ D ます。 

ご注意 

A 2 DP で接続中にはこの設定はできません。 
A 2 DP 接続を一度切断してから設定を行っ 
てください。 

Video Mode (ビデオモード） 

A 2 DP に対応している Bluetooth 機器 
と接続して、ワンセグ放送などを視聴 
するとを、本機から出力される音声 
び、映像よりを遅れて聞こえることび 
あります。この設定では、映像と音声 
のずれを調整することびでさます。 


Off 

通常はこの設定を選びま 

彻） 

ず。 

On 

音声の遅れを抑えること 

(入） 

びでをます。 


次のページにつづ< 
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ぐヒント 

rVideo Mode 」 を fOnJ に設定すると、 
音楽再生画面に に！ （Video Mode アイコ 
ン）び表示されます。 

ごま意 

「Video Mode 」 を fOnJ に設定すると、 
音声の遅れを抑えることびでさますび、ご 
使用環境によっては、音び途切れやす<な 
る場合びあ0ます。 

Remote Command ( リモコン•コ 
マンドモード） 

AVRCP に対応している Blue め〇ホ総 
器を操作するとをに設定します。音楽 
再生中に本機で W / W ボタンを長 
く巧した場合に Bluetooth 機器へ送信 
するコマンドの種類を切り換えるこ 
とびでをます。この設定の切り換えに 
より、早戻し/早送りび巧能になる場 
合びあります。 


Model 

コマンドモード1 

(モード 1) 

Mode 2 
(モード 2) 

コマンドモード2 


Unit Info (機器情報） 

本機の Bluetooth 情報を確認するこ 
とびでをます。 


Device Name 
哩名） 

本機の型名び表示されま 
ず。 

Device 
Address 
( BD アドレス） 

BD アドレス (Bluetooth 
機器固有の番号）び表示 
されまず。 

Profile 

(プ□ファイル） 

サポートしているプロ 
ファイル （ HFP 、 HSP 、 
A 2 DP 、 AVRCP ) び表示 
されます。 


FM Tuner ( FM ラジオの設定） 

FM ラジオに関する設定をすることび 
でをます。 W / W ボタン（選択)、 
►II ボタン饮風を繰り返し押して、 
項目を選びまず。お買い上げ時の設 
定は下線の項目です。 
Dx/Local/Mono (受信設定） 

FM 放送の受信状態び悪いとさに設定 
します。 


Dx 

通常はこの設定を選びま 
す。 

Local 

放送局からの電波び強す 
ざて受信状態び安定しな 
いときは、この設定を選 
びます。 

Mono 

電波び弱 <、受信状態び 
安定しないとをは、この 
設定を選びます（モノラ 
ル音声になりますび、ノ 
イズび低減され、聞を取 
りやすくなります)。 


Scan Sens (受信感度） 

マニュアル選局 （32 ページ）の受信 
感度を設定します。 


High 

通常はこの設定を選びま 

(局） 

す。 

Low 

受信感度び強すざて、を 

(低） 

<の不要な放送局を受信 


してしまラとをは、この 


設定を選びます。 
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Brightness (画面の巧るさの 
設定） 

表示画面の明るさを Level 1(暗い） 
〜 Level 5 (明るい）の5段階で設定 
をすることびでをます。 W / W ボ 
タンで明るさを選び、>11ボタンを押 
して決定します。お買い上げ時は 
Level 3に設定されています。 

巧:そき 

表示画面の明るさを明るい設定で使用した 
場合、使巧可能時間び短<なる場合びあり 
ます。 


Initialize (初期化） 

ペア U ング情報やラジオのプ I 」セツ 
卜登録などの本機の設定項目を工場 
出荷時の状態に戻し、すべての情報 
を削除します。 W / W ボタンで 
roKj を選び、■ボタンを巧してミ夫 
定します。 


しソ下の状態では、この設定はできません。 

• Bluetooth び接続中 

• FM ラジオび超動している 
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ペアリングした Bluetooth 機器を管理する 



ペア IJ ングび完了した機器は 「Device 
List (機器一覧)」に登録され、本機 
を使って Bluetooth の接続/切断、 

U ストからの削除、が u が00か機器の 
情報確認びでをます。 

1 ホームメニューか 5 W/W 
ボタンで0 ( Bluetooth ) を選 
び、■ポタンを巧して決定 
ずる。 

2 ボタンで 「Device 

List 」 を選び、ボタンを 
押して決定ずる。 

ペア U ングした Bluetooth 機器の 
一覧び表示されます。 

Bluetooth 


© □巨リ ice 

List 

Lii 

iPhonefil 

1 が广，川 


Bluetooth の接続が態 
が： A 2 DP で接続している 
ときに表示されます。 

广 )） ： HSP/HFP で接続して 
いるとをに表示されます。 


3 ポタンで B/li が〇〇が! 
機器を選び、ボタンを巧 
して決定ずる。 

4 w/w ポタンで項目を選び、 
►II ポタンを巧して決定ずる。 

なヒント 

•表示される項目は、ペア U ングした 
Bluetooth 機器によつて異なります。 

•「Device List 」 には最大8件まで登録す 
ることびでさます。 

• ペア U ングした機器び1件ちない場合は、 
「Device List 」 は表のされません。 
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Phone Connect (HFP または HSP 
接続） 

6/ u が 00 ホ対応携帯電話に接続し、通話す 
るとさに選びます （26 ページ)。登録され 
ている機器と本機を HFP または HSPW で 
接続します。どちらのプ□ファイルでち接 
続び可能な場合は、 HFP び優先されます。 
登録機器び HFP 、 HSP のどちらにち対応し 
ていない場合や、本機び HFP または HSP 
で接続中の場合は表示されません。 

Phone Disconnect (HFP または 
HSP 切断） 

HFP または HSP 接続を切断します。選択 
した機器び HFP または HSP で接続中の場 
合のみ表示されます。 

Music Connect (A2DP および 
AVRCP 接続） 

がリが〇〇か対応機器に接続して、音楽を聞 
くとさに還びます （23 ページ)。登録され 
ている機器と本機を A 2 DP および AVRCP *' 
で接続しまず。登録機器び A 2 DP に対応し 
ていない場合や、本機び A 2 DP で接続中の 
場合は表示されません。 

Music Disconnect (A2DP およぴ 
AVRCP 切断） 

A 2 DP および AVRCP 接続を切断します。 
選択した機器び A 2 DP に接続中の場合のみ 
表〜されまず。 

Delete (削除） 

登録されている機器を U ストから削除しま 
す。選択した機器び HFP / HSP または 
A 2 DP で接続中の場合は表示されません。 

Unit Info (機器情報） 

登録されている機器の情報を表示します。 
「Device Address 」 を選ぶと BD アドレス 
(か U が00か機器固有のま号）び表示されま 
す。 「 Profile 」*2 を選ぶと、 HFP 、 HSP 、 
A 2 DP 、 AVRCP の4つのプ□ファイルのう 
ち、本機と接続び可能なちのび表示されま 
す。 


*1 プ□ファイルについて詳しくは、10ぺ一 
ジをご覧ください。 

相手側の加 J が00か機器によっては、本 
機と接続したプ□ファイルでないと 
rProfileJ に表示されない場合びあ0ま 
す。 

をヒント 

相手側の Bluetooth 機器によっては、 

Phone Connect 、 または Music Connect 
のどちらか一方を実行すると、両方のプロ 
ファイルび接続される場合びあります。 

同滿こ 、 Phone Disconnect 、 または 
Music Disconnect のどちらか一ちを実行 
すると、両方のプ□ファイルび切断される 
場合びあります。 
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本機を廃棄する 


锡 

Li-ion 


機器に内蔵されている充電式電池はリサイクルでさます。この充電 
式電池の取りがしはお客様自身では巧わず、ソニーの相談窓□(薫 
表紙）にご相談ください。 
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ほ用上のごま意 


Bluetooth 通信について 

• Bluetooth 無線技術ではおよそ1日 m 程度 
までの距離で通信でさますび、障害物（人 
体、金属、壁など）や電波状態によって 
通信有効範囲は変動します。 

• 本機のアンテナは、下記の図の点線で示 
した部分に内蔵されています。接続する 
Bluetooth 機器と本機のアンテナとの間 
に障害物び入らないよラにすることで、 
Bluetooth 通信の感度は向上します。 
接続する機器のアンテナ部と、本機内蔵 
アンテナ部分との間に障害物などびある 
場合、通信距離び短<な0ます。 

巧蔵アンテナの位置 



• S / ue の0か通信はじ(下の状況において、 
通信感度に影響を及ぼすことびあ0ます。 
-本機と Bluetooth 機器の間に人体や金 
属、壁などの障害物びある場合 
-無線 LAN び構築されている場所や、電 
テレンジを使巧中の周辺、その他電磁 
波び発生している場所など 
• 抓/パ00か機器と無線し ANdEEE 802.11 b / 
g ) は同一周波数帯 （2.4 GHz ) を使巧す 
るため、無線 LAN を搭載した機器の近辺 
で使用すると、電波干渉び発生し、通信 
速度の1氏下、雑音や接続不能の原因にな 
る場合びあ D ます。この場合、次の対策 
を行ってください。 

-本機と Bluetooth 機器を接続するとさ 
は、無線 LAN から10 m し义 J : 離れたと 
ころでラ。 

-10 m iU 内で使用する場合は、巧線 
LAN の電源を切る。 

-本機と Bluetooth 機器をでさるだけ近 
付ける。 


• S / ue め0ホ機器び発生する電測ま、電モ 
医療機器などの動作に影響を与える可能 
性びあります。場合によっては事故を発 
生させる原因になりますので、次の場所 
では本機および Bluetooth 概器の電源を 
切って < ださい。 

-お院内/電車内/航空機内/ガソリン 
スタンドなど引火性ガスの発生する場 
巧 

-自動ドアや乂义報知機の近< 

•本機は、かリが〇〇ホ巧線技術を使用した 
通信時のセキュ U ティとして、 Bluetooth 
標準規樹こ準拠したセキュリティ機能に 
対応していますび、設定内容などによっ 
てセキュ U ティび充分でない場合びあり 
ます。 

Bluetooth 通信を行ラ隙はごを意くださ 
い。 

• S / u が00ホ通信時に情報の漏洩び発生し 
ましてち、当社としては一切の責任を負 
いかねますので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

• 本機はすべての Bluetooth 機器との 
Bluetooth 接続を保証するちのではあり 
ません。 

-接続する Bluetooth 磯器は 、 Bluetooth 
S にの定める Bluetooth 標準規格に適 
合し、認証を取得している必要びあ0 
ます。 

-接続する機器び上記 Bluetooth 標準規 
格に適合していてち、機器の特性や仕 
様によっては、接続でをない、操作ち 
まや表示-動作び異なるなどの現象び 
発生する場合びあ0ます。 

ンズフ U —通話中、接続機器や通信 
環境によ0、雑音び入ることびあ0ま 
す。 

•接続ずる機器によっては、通信びで定る 
よラになるまで時間びかかることびあり 
ます。 


次のページにつづ< 



その他のご注意 

•湿気やほこり、独酉、湯気のをい場所、 
直射日光の当たる場所や停車中の車内な 
どには置かないでください。故障の原因 
となります。 

• 携帯電話でご使巧の際、電波状況、場所 
の影響により、ご使用でさない場合びあ 
ります。 

•本機は、力を加えたり重さを加えたりし 
たまま長時間放置すると、変形してしま 
ラおそれびあります。保管ずると定は、 
変形しないぶラにして < ださし'1。 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショッ 
クを与えないでください。 

• 巧れは、乾いた柔らかい巧で曲定取って 
<ださい。 

•水びかからなレよラごを意くださし'1。本 
磯は防水仕様ではありません。特にけ下 
の場合ごを意 < ださい。 

-巧面所などでポケットに入れての使巧 
身体をかびめたとさなどに落として水 
濡れの原因となる場合びあります。 

-雨や雪、湿度のをレ場所での使用 
-汗をかくげ況での使巧 
濡れた手で触った D 、 汗をかいたな服 
のポケットに入れると水濡れの原因と 
なる場合びあります。 

• へッ ドホンを本体からはずすときは、 へッ 
ドホンのプラグを持ってはずしてくださ 
し'!。コードを持って引っ張ると断線の原 
因となる場合びあ0ます。 

• 他に疑問点や問題点びある場合は、ちラ 
一度この取扱説明書をよく読んでから、 
ソニーの相談窓 □ (裏表紙）またはお買 
い上げ店にご相談ください。 
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が障かな？と思った 6 

修理にお出しになる前に、再度の点検と、ホームページのサポート情報を確認 
して<ださい。それでち正確に動作しないとをは、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）にお問い合わせください。 


共通 

電源び入5ない 

-► 本機を充電する。 

-► 充電中は電源を入れることびでをませ 
ん。 USB ケーブルを本機か6はずし、 
電源を入れて < ださい。 

ペア y ングでまない 

-► 本機と S / U が00ホ機器をなるべくお付 
けてからペア U ングを巧ラ。 

Bluetooth 巧続びできない 

-► 本機の電源び入っているか確認する。 

-► 相手側が U が00か機器の電源び入って 
いて Bluetooth 機能び有効になってい 
ることを確認する。 

-► 本機に相手側邮/が00か機器との接続 
履歴び残っていない。ペア U ングび完 
了したらすぐに、相手側抓/が00か機 
器で Bluetooth 接続を行う。 

-► 本機または巧手側加/が00か機器びス 
IJ — プ状態になっている。 

-► か U が00か接続び切断されている。 

ちラー度 Bluetooth 接続を開始ずる。 
(音楽を聞く場合： 23ページ参照、通 
話する場合： 26ページ参照） 

音びひずむ 

-► 本機や加/が00か機器の周辺に 

2.4 GHz 帯の周波数を使用するお線や 
電モレンジなどの機器びないか確認ず 
る。 


通信距就が短い（音黃び途切れ 
る） 

-► 無線し AN やが uetoo ホ機器、電モレン 
ジを使巧している場所など、電磁波を 
発生する機器びある場合は、その機器 
か6離れて使用する。 

-► 本機のアンテナを相手側か U が00か機 
器の方向へ向け、障害物で遮6ないぶ 
ラにする （41 ぺージ)。 

本傑を操作でをない 

-► 本概を U セットする（この操作をして 
ち、ペア U ング情報は削除されません)。 
ク U ップなどの細い棒を巧へ差し込み、 
ボタンの感独びあるまで押す。 
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巧電するとを 
巧電でまない 

-► US 目ケープルび本機およびバソコンと 
しっかり接続されているか確認ずる。 

ーバソコンの電源び入っているか確認ず 
る。 

-► バソコンびスタンバイ（ス IJ — プ)、休 
止げ態に入っていないことを確認ずる。 

巧電時問が長い 

-► 本機とバソコンび USB A プなどを経由 
せずに直接つなびっているか確認ずる。 

本なびパソコンに認識をれない 

一 US 目ケープルびをちんとバソコンの 
US 目ポートに接続されていない 。 USB 
ケープルを一度はずしてから、接続し 
なおす。 

-► 本機とバソコンび USB A プなどを経由 
せずに直接つなびっているか確認する。 

一接続しているバソコンの US 目ポートに 
問題びある可能性びある。バソコンに 
別の USB ポートびあれば、そのポート 
に接続しなおす。 

-► 上記に当てはまらない場合は、 USB 接 
続をしなおす。 

音楽を聞<とを 
音び出ない 

-► 本機と送信側が U が00か磯器の電源び 
入っているか確認する。 

-► 本機と送信側が U が00か磯器び、 A 2 DP 
で加がの0か接続されていない。 A 2 DP 
でか U が00化接続をする （23 ぺージ)。 

一送信側が U が00化機器で、音楽び再生 
されているか確認する。 

一本機の音量びルさずぎないか確認ずる。 

一接続した機器側で音量を調節する必要 
びある場合は、接続した機器で音量を 
上げる。 

-► 本機と送信側か U が00め機器を再度ぺ 
アリングする （19 ページ)。 


音びかさい 

-► 本磯の音量を上げる。 

-► 接続した磯器側で音量を調節する必要 
びある場合は、接続した機器で音量を 
上げる。 

音質び悪い 

-► 本磯と送信側抓/が00か機器び 、 HSP 
での Bluetooth 接続になっているとさ 
は、送信側抓/が00か機器を操作して、 
A 2 DP での Bluetooth 接続に切り換え 
る。 

音装再ち中に音び透切れやすい 

一 S / ue の0か機器から送信している音楽 
のビットレート設定と、ご使用環境と 
の組み合わせによって、本機の受信状 
態び不安定になっている場合びありま 
す。 

田 （ Settings ) の [Sound Quality (音 
質モード)」を 「 Standard 」 にする （3 日 
ぺージい 

* ご使用の環境によっては、上記の操 
作で音の途切れび改善されない場合 
ちあります。設定をちとに戻すには、 
田 (Se 扣 ngs ) の [Sound Quality (音 
質モード)」を 「High Quality 」 に 
します。 

呼田 （ Settings ) の [Video Mode (ビ 
デオモード)」を ronj にしていると、 
ご使用環境によっては音び途切れやす 
くなる場合びあります 。 rVideo 
Mode 」 を roffj にする （35 ベージ)。 


44 





通話するとを 


通話巧手の声び聞こえない 

-► 本機と S / U が00か対応携帯電話の電源 
び入っているか確認する。 

-► 本機とが U が00か対応携帯電話び 
Bluetooth 接続されていない。 

HFP 、 もしくは HSP でかリが〇がわ接続 
をする （2 日ページ)。 

-► Bluetooth 対応携帯電話の音声設定び、 
通話中に本機を使うようになっている 
か確認する。 

-► 本機の音量がかさすざないか確認する。 

-► Bluetooth 対応携帯電話で音量を調節 
する必要びある場合は、音量を上げる。 

-► 本機で音楽を聞いているとをは再生を 
停止して、本機の广ボタンを巧して着 
信に応答ずる。 

通話巧手か6の青びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

-► Bluetooth 対応携帯電話で音量を調節 
する必要びある場合は、音量を上げる。 


FM ラジオを聞<とを 


FM ラジオがちがよ<聞こえな 

い 

-► 放送びちっとちよく聞こえる周波数を 
マニュアルで選局する （32 ぺージ)。 

巧音びを <、音び悪い 

-► 建物や乗り物内では電波が弱い場合び 
あります。窓際に近づくなどして電波 
の入りやすい場所を選ぶ。 

-► ヘッドホンのコードびアンテナとして 
働走ます。で定るだけ長く伸ばして使 
巧ずる。 

巧音び入る 

-► 近くで携帯電話などの電波を発する機 
器を使用している場合、携帯電話など 
を本機から離して使巧する。 


45 





メッセージー賣 

本体表示部にメッセージび出たら、下の表示にがってチェックして下さい。 


表示 

状態 

処置 

No Data 

着信履歴の記録びない。 

携帯電話と H F P でが U が00か接続し、 
着信時に発信ち番号び通知された場 
合に着信履歴び記録されます。 

Preset Full 

プリセットに31局 LU 上 
登錄しよつとした。 

プ1」セツトは最大30局まで登録で 
をます。不要な放送局を削除してか 
日、再度登録してください。 

Connection Failed 

プ□ファイルの接続に 
失敗した。 

r 故障かな？と思ったら」の 

巧/ ue め0め接続びでをない」をご覧 

ください。 

Not Available 

操作した機能は現在使 
巧で定なし'!。 

操作した磯能のページをご覧くださ 
い。 

No Connection 

操作した機能に必要な 
プ□ファイルが接続さ 
れてし'!なし'!。 

操作した機能に必要なプ□ファイル 
の接続を行ってください。 

詳しくは、操作した機能のページを 
ご富 < ださい。 

Link Loss 

Bluetooth の通信び不安 
定となり、接続び切断 
された。 

再度、 fi/u が00か接続を巧ってくだ 
さし'!。 

Pairing Failed 

ペアリングに失敗した。 

本磯と Bluetooth 機器をなるべく近 
付けてからペア1」ングを行ラ。 
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ラジオををつとク！ J アに聞 < には 


室内や電車の中などでは電波び弱く、ラジオびはっさり聞こえないことびありま 
す。ここでは、ラジオを令までよりク U アに聞くためのポイントをご紹介します。 


Pointi 


ラジオはアンテナび命 


空間を飛び交ラ電波をとらえるのびア 
ンテナです。アンテナには指向せ（受 
信感度の良いち向と悪い方向）びある 
ので、ラジオびちっとをよく受信でを 
るち向に動かす必要びあります。 



へッ ドホンのコードを一番よく聞 
こえる方向に動かず 


へッドホンのコードび FM 用のアンテ 
ナとして働さまず。ヘッドホンのコー 
ドはアンテナとしてでさるだけ長く伸 
ばし、一番よ<聞こえる方向に動かし 
てください。 



GIS 33 間 < 場所が大切 

家び鉄お造りだと木造よりち電波び届 
さにくいことをご存知ですか？さらに、 
高台にある家と低い場所にある家でち 
違いびあります。電車ち同じです。場 
所によっては電波の届をかたび全然違 
います。 



でさるだけ窓のそぱで 

電波は外から入ってをます。でさるだ 
け窓のそばで間さましよラ。窓の向さ 
によってち違いびあるので、一番よ< 
聞こえる窓を探してみて < ださい。 

室内でラジオをお聞きになる場合 

家電製品び近<にあると雑音び入 D 受 
信感度び悪 < なる場合びあ0ます。な 
るべ < 離して聞いてみて < ださい。 

携帯電話から離してみる 

携帯電話の近<でラジオを聴<と雑音 
び入ることびあ0ます。携帯電話は通 
話中だけでな <、待ち愛け中ち電波を 
出しています。雑音び入る場合は、携 
帯電話の電源を切るか、本機から離し 
てみて < ださい。 

、 
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保証書と アフターサービス 

巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取りく 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 
• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書をわラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさは 

お買い上げ店またはソニーの相談窓 □ (裏表紙）にご柜談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただを 
まず。 

卽品の保有期間について 

当社ではワイヤレスオーディオレシーバーの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部 
品な有期間を修理可能期間とさせていただ去ます。保有期間び経過したあとち、 
故障箇所によっては修理可能の場合びありまずので、お買い上げ店またはソ 
ニーの相談窓 □ (裏表紙）にご相談ください。 
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まな仕様 

概要 


Bluetooth 

通信方式 

Bluetooth 標準規格 Ver . 2.1 + EDR *' 

出力 

Bluetooth 標準規格 Power Class 2 

最大通信距部 

見通し距誦約 10 m # 2 

使用周玻数帯域 

2.4 GHz 帯 (2.4000 GHz - 

2.4835 GHz ) 

変調方式 
FHSS 

巧広 Bluetooth プ□ファイル* 3 
A 2 DP (Advanced Audio Distribution 
Profile)、AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile)、HFP ( Hands-free 
Profile)、HSP (Headset Profile ) 

巧広コーデック *4 
SBC が 


巧応 II ンテンジ保臺 

SCMS - T ち式 

杞送帯域 CA 2 DP ) 

20 Hz 〜20,000 Hz (44.1 kHz サンプ U ン 
グ晚 


FM チューナー 

FM ラジオ受信周液资 I 

76.日 MHz 〜弓 0.0 MHz 

アンテナ 

へッ ドホン コー ドアンテナ 

付属品 

USB ケーブル （1) 
取扱説明書（本書） （1) 
その他印刷物一式 


推奨アクセサリー 

へッ ドホン： 

MDR - EX 500 SL (別売） 

USB 充電 AC 電源アダプター： 
AC - U 501 AD (別売） 


*' Enhanced Data Rate の略 

通信距離は目安です。周囲環境によ0通 
信距離び変わる場合びあ D ます。 

6/ u が 00 かプ□ファイルとは 、 Bluetooth 
機器の特性ごとに機能を標準化したちの 
です。 

音声圧縮蜜換方式のこと 
Subband Codec の略 
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ワイヤレスオーデイオ 

USB 巧電のパソコン推奨廣 

レシー/\ 

境 


電源 

DC 3.7 V : 内蔵 I 」チウムイオン充電式電池 

最大がお寸法（クリップ部含む） 

約41 mm X 41 mm x 21 mm 
(幅/高さ/輿斤定） 

質量 

約 30 g 

へッドホン出力 

出力端子 

の3.日 mm ステレオミニジャック 

最大出力 

18 mW + 18 mW (16 Q ) 

マイク部 

型式 

エレクトレットコンデンサー型 

指向特性 

全指向性 

有効周波数帯域 

100 Hz 〜4,0日日 Hz 

許容動作温度 

0む〜がご 

表示部 

有機 EL (単色） 


け下の OS び標準インストールされており、 
USB ポートび標準装備されたパソコン 
• 下記環境を満たず全てのバソコンで動作 
を保証するちのではあ0ません。 

• 曰本語版標準インス I -ールのみ。 

• 自作バソコンは動作保証対象外です。 

— Windows ® をお使いの場合 
Windows ® 7 Home Premium / 

Professional / Ultimate 
Windows Vista ® Home Basic/Home 
Premium / Business / 
Ultimate 

Windows ® XP Home Edition 狂 P 2 湯）/ 
Professional ( SP 2 政降）/ 
Media Center Edition 

2004 ( SP 2 な降）/ 

Media Center Edition 

2005 ( SP 2 な降） 

— Macintosh をお使いの場合 
Mac OS X (バージョン1日.3な降） 

Windows および Windows Vista は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登湿商標、または商標でず。 

Macintosh . Mac 日 S は、米国および他の 
国々で登録された Apple Inc . の商標です。 

本機の仕様および列観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承く 
ださい。 
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ソニーの相談お□のごま巧 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につ 
いては、下記のお問い合わせ先をご利巧 <ださい。 

ホームぺージで調べるには 

一 AV 関連商品-アクセサリーカスタマーサポートへ 
( http :// www . sonv . co . jp / av - acc ) 

Bluetooth アクセサ I 」一商品に関する最新サポート'隋報や、よ< あるお問い 
合わせとその回答をご案内しています。 

電話- FAX でのお問い合わせは 

ーソニーの相談窓□へ（下記電話. FAX 番号） 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせ<ださし、。 

セツト本体に関ずる ご質問 時： 

-型名： DRC - BT 60 

-製造（シリアル）番号：本体裏側のラベルに記載 
-ご相談内容：でさるだけ詳し< 

一お買レ上げ年月曰 

接続に関するご質問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく 
場合びあ0ます。事前にわかる範囲でご確認いただを、お知6せ<ださい。 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などは 
ホームぺージをごま用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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